
関東最大の沿線エリアの事業展開を
広報のスピーディな記事共有で後押し

・日々のクリッピング業務に必要な時間が2時間から20分へ
・著作権遵守のために行っていた5大紙との個別契約が不要に
・経営層に対するスピーディな記事共有を実現

1897年に設立され、東京都墨田区に本社を置く大手私鉄。関東地方の
私鉄として最長の路線網を持つ鉄道会社であり、東京スカイツリー ®や駅
ビル、流通、レジャー、住宅事業などを展開する東武グループの中核企
業でもある。これらの事業で社会ニーズに的確に対応し続けるには、第
三者視点で作成された新聞記事を経営層に素早く共有することが不可欠。
そのために2024年4月から日経スマートクリップを活用している。

日経スマートクリップ導入の目的は？

・アナログなクリッピング業務を効率化したい
・著作権遵守に必要な契約管理の煩雑さを解消したい
・経営に必要な新聞記事の情報を経営層にスピーディに共有したい
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その効果は？

東武鉄道株式会社
広報部　課長補佐　三井 翔太氏
広報部　馬場 日奈子氏

日経スマートクリップ　INTERVIEW



ありましたが、営業担当者の方が原因を探り
出し、スピーディに回答してくれました。

経営層に必要な記事をスピーディに共有でき
れば、経営判断の一助になることが期待でき
ます。その結果、広報部門のプレゼンスも向
上できると考えています。スマートクリップは
そのために欠かせない基盤だと考えています。

とができます。このような「双方向性」も、デ
ジタルならではの特性だと言えます。

一方、メディアとのコミュニケーションは、社
会課題をきちんと認識した上で対応すること
が重要です。スマートクリップで世の中の
ニーズを読み取り、社会が当社に期待してい
ることをきちんと把握することで、会社の価
値を高めていきたいと考えています。

馬場：私自身は、幅広い情報を素早くキャッ
チできるため、とても満足しています。

― 最 後 に改めて、スマートクリップを 使う意
義についてお聞かせください。

三井：新聞記事のクリッピングは、当社が社
会からどのように見られているのか、他社が
どのような動きをしているのか、社会にどのよ
うなニーズがあるのかなどを、経営層にイン
プットする上で、非常に重要な業務です。そ
の一方で、かなりの時間と手間がかかるとい
う問題もあります。スマートクリップを活用
すれば、この問題を解決できます。これを導
入することで、次のステップに進めるはずで
す。

また著作権処理がしっかりしていることも、
大きな意義だと思います。サービスのルール
を守って運用すれば、著作権に関するトラブ
ルに巻き込まれるリスクが大きく減ります。
スマートクリップの導入で各新聞社との許諾
契約の手間もなくなりました。

また、サポートがしっかりしていることもス
マートクリップのメリットです。例えば検索
キーワードを設定する場合、当初なかなか思
うように記事をピックアップできないことが

プットしていただけるからです。

これによって当社のアプローチが最善だった
のか否かを、第三者の視点を踏まえて評価が
できます。このような情報を経営層にスピー
ディにインプットすることは、数多くの競合が
いる中で当社が戦い続けていくために、必要
不可欠なことだと考えています。

3.今後の展望

ロ グ を 積 極 的 に 活 用 し た
「 双 方 向 」コ ミュ ニ ケ ー シ ョ

ン で 経 営 層 の 情 報 ニーズ を
より精 緻に把 握したい
―スマートクリップの新たな活用や展 開につ
いて、考えていらっしゃることはありますか。

三井：利用ログや本文閲覧ログを、もっと積
極的に活用したいと考えています。経営層に
配布したどの記事が、どの役員に注目された
のかがわかれば、経営層が必要とする情報を
より精緻に把握できるからです。これによっ
て経営層とのコミュニケーションを深めるこ

ることが多く、記事本文を読むことはもとよ
り、掲載された社会背景を汲み取ることに
時間があまり取れていませんでした。しかし
今ではスマートクリップで記事を絞り込んで
いるため、本文も読み込めるようになり、よ
り深く理解した上で記事を選定できるよう
になっています。

三井：考える時間が増えたことで、リリース
作成などの「広報の技術」を磨く余裕も生ま
れました。しかしこれらはあくまでも、副次
的な効果に過ぎません。

― 作 業 負荷 軽 減 以 上のメリットがあるとい
うわけですね。

三井：そうです。最も重要なことは、経営層
に対する情報共有のスピードが向上したこと
です。

東武鉄道では関東地方の1都4県で12の鉄
道路線を運営している他、百貨店やホテル、
住環境開発やまちづくり事業も手掛けてい
ます。また新規事業にも積極的に取り組ん
でおり、2024年には日立製作所と共同で生
体認証を活用したプラットフォームサービス
も始めています。これら新たな取り組みは
よりメディアに取材いただけることも多いの
ですが、その結果どのように取り上げていた
だけているのかを、経営層にスピーディに伝
達できるようになりました。

新聞記事でどのように取り上げていただいて
いるのかは、当社の取り組みに対して世の中
の方々がどう感じてくださっているのか、当
社の取り組みをどうご理解くださっているの
かを把握する上で、非常に重要な情報だと
言えます。記者の第三者の視点からアウト

1.以前の課題と導入までの経 緯

手作 業で
紙 の記 事を切り貼り
経 営 層 へ の 共 有スピードと
記 事 の取りこぼしが 課 題
―スマートクリップ導入前に、クリッピング
業 務をどのように行っていたのか について
教えてください。

馬場さん（以下、敬称略）：新聞記事のク
リッピングは広報部門の報道担当が担当し
ており、主任以下4名のうち1名が、当番制
で行っています。以前は担当者が始業時刻
の1時間前から時差勤務を開始し、紙の記
事を手作業で切り貼りしていました。

ー当 時 はどのような 課 題を感じていました
か。

馬場：大きく2つの課題がありました。第1
は、共有のスピード感と場所の制約です。
クリッピング作業に時間がかかる上、紙の
コピーで経営層に配布していたため、外出し
ている役員はクリッピング記事を速やかに
確認できなかったのです。経営層は外出が

多いため、タイムラグが発生しがちでした。

第2は記事の取りこぼしです。クリッピング
すべき記事について一定の選定基準は設け
ていましたが、どうしても担当者によって選
定される記事が変わってしまうため、記事
の取りこぼしが起きてしまっていました。つ
まり、作業の平準化という点にも課題が
あったということです。

三井さん（以下、敬称略）：著作権の処理も
煩雑でした。まずクリッピング対象として
いた5紙とは各社個別で契約を締結してい
ました。また日本複製権センター（JRRC）
とも契約しており、その他についてはその
契約に基づいた範囲内で複写を行っていま
した。

― そ の よ う な 状 況 の 中、日 経 ス マ ート ク
リップplus（ス マ ート クリップ）の 導 入 に
至った経 緯と決め手について教えて下さい。

三井：私はもともと広報におり、他の部署
に移った後で再び2020年6月に広報に戻り、
2021年4月に報道担当になりました。ここ
で改めて感じたのが、情報収集や分析に時
間がかかりすぎているということです。

過去の在籍時と同様にアナログで行ってお
り、スピード感や効率に限界を感じていま
した。特に時間と手間がかかっていたのが、
新聞記事の共有です。これをなんとかデジ
タル化できないかと調べていった結果、イ
ンターネットで発見したのがスマートクリッ
プでした。

当社の事業は地域に根ざしている傾向であ
り、東京都・埼玉県・千葉県・栃木県・群馬
県と1都4県がコアエリアとなっています。

広報部　馬場 日奈子 氏
広報部　課長補佐　三井 翔太 氏

そのためこの地域に根ざした記事、特に経
済記事では日経新聞の記事を重視していま
す。これをカバーできるのがスマートクリッ
プでした。

スマートクリップであれば、日経新聞の記事
を他社サービスに比べてスピーディに取得
できるうえ、5大紙の記事もカバーしており
新しい情報のキャッチアップも容易です。こ
のような優位性を評価し、2024年4月から
利用を開始しています。

2.活用方法と効果

クリッピング作 業は
2 時 間から2 0 分に短 縮
経 営 層 へ の 記 事 共 有スピー
ドも大きく向上
―スマートクリップの 導 入 によって、クリッ
ピング業務はどのように変わりましたか。

馬場：スマートクリップでキーワードを設定し、
検索にひっかかった記事を担当者が確認した
上でクリッピングしています。その一方で、新
聞のオンライン版も直接チェックし、必要な

記事があれば追加でクリッピングしています。
クリッピング作業はWebで完結しており、そ
の結果を上長がチェックした上で、経営層に
メール配信しています。

担当者がクリッピングに要する時間は、20分
程度にまで短縮されています。また以前は、
クリッピング担当と出張が重なってしまった
場合に、他の人に作業を依頼する必要があっ
たのですが、これも不要になりました。Web
で完結するためどこででも業務を行えるので、
業務効率も向上しました。

―クリッピング担当者の負担は、大幅に軽減
しているようですね。

三井：最近ではキーワード検索でのピック
アップだけではなく、その時々のトレンドに
合わせて記事を一本釣りすることも増えて
います。社会トレンドや経済情勢などの外
部環境に合わせた記事選定をできるように
なってきたと感じています。

馬場：作業時間が減った結果、記事選定を
行う際に考える時間が増えました。これは、
記事の内容まで読み込んでピックアップで
きるようになったことが大きいと思います。

以前はチェックすべき記事が膨大にあり、
タイトルと概ねの内容だけでピックアップす

×
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合わせて記事を一本釣りすることも増えて
います。社会トレンドや経済情勢などの外
部環境に合わせた記事選定をできるように
なってきたと感じています。

馬場：作業時間が減った結果、記事選定を
行う際に考える時間が増えました。これは、
記事の内容まで読み込んでピックアップで
きるようになったことが大きいと思います。

以前はチェックすべき記事が膨大にあり、
タイトルと概ねの内容だけでピックアップす
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